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有限責任中間法人日本人間ドック学会・財団法人日本病院会が 2008 年度調査した 2008
年に人間ドックに行った約 30 万人について行った調査(図 1)によると、全体の 90.4%に、
数値から見て健康と判断できない異常値がみられた。「異常なし」と判定された人の割合は、





図 1 年別の 6 項目比較 



































































































































































●GST はグルタチオン S トランスフェラーゼの略で、不溶性の薬物などの化学物質を、還






































































































































































くすることができる。この牡蠣エキスを 9 人の慢性肝炎患者に 3 ヶ月に及ぶ長期投与試験







解物 1 g は、生レバー5 g 分に相当し、高タンパク質な他、ウラシル、ウリジン、グアノシ
ン、イノシンなど肝臓特有の成分が含まれている。健康診断で ALT、AST 活性値に注意が

































































アセトアミノフェンは、化学式 C8H9NO2  、分子量 151.169 の解熱鎮痛薬の一種である。 
アニリン系の非ステロイド性消炎鎮痛薬の一種で、過剰に摂取すると中毒性肝障害を誘発













NAPQI を代謝するシトクローム P-450 は肝臓内の肝小葉の中心静脈周囲に多くに含ま
れ、またその部位ではグルタチオン濃度も低く、抱合される割合が尐ないことがわかって
いる。そのため、アセトアミノフェンによって誘発される肝障害では肝細胞壊死が肝小葉































































































図 6 アコヤガイ 
 
























図 7 ロンガン 
 









ル抽出物はロンガン種子 387 g から 19.3 g 得ることができた。 













実験動物は日本 SLC 株式会社から購入した雄の ddY マウス（7 週齢、体重 28～35 g）を
用いた。マウスは飼育室に 12 時間の昼夜サイクル（明期 8:00～20:00）、温度は 27±1 ºC、
湿度 50±10%で飼育した。飼料と水はいつでも食べられるようにした。 
マウスの扱いに関しては実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（平成
18 年 4 月 28 日 環境省告示第 88 号）と、東京海洋大学の実験動物等取り扱い規則に従っ
た。 
 









なるため、あくまで指標として試験される。DPPH は Wako の製品を使用した。各サンプ






96 well plate 内の濃度は 10 mg/ml から段階希釈を行い、DPPH は 100 μl、サンプルは
100 μl 加えて混ぜ、10 分間反応させた後測定した。測定は 2～3 回行なった２１、２２）。 
 













96 well plate 内の濃度は 10 mg/ml から段階希釈を行い、測定は 2 回行なった。 
 
２－６． 四塩化炭素によって誘発した肝障害抑制試験（in vivo） 
 
四塩化炭素を投与することによって薬物性肝障害モデルマウスを作成し、そのマウスの
肝障害によって引きおこされる血漿中の ALT (GPT)、AST (GOT)活性値の上昇を有意に抑
制する食品素材の探索を行った。 
マウス(n=5～8)は 7 週齢の ddY 系雄性を使用し、サンプル（Control 群には溶媒である
蒸留水）投与後絶食、そして絶食後 23 時間後にもう一度サンプルを投与し、その 1 時間後
（絶食 24 時間後）に四塩化炭素（0.6%濃度）を 100 ml/kg 投与した。投与後血漿中の ALT、
AST 活性値の上昇が最大になる 20 時間後に血漿中の ALT、AST 活性値を調べた。四塩化
炭素は Wako の製品を使用した。血漿中の ALT、AST 活性値の測定には、テストワコーC
Ⅱトランスアミラーゼ測定キットを使用した。 
 
２－７． アセトアミノフェンによって誘発した肝障害抑制試験（in vivo） 
 
アセトアミノフェンを投与することによって薬物性肝障害モデルマウスを作成し、その
マウスの肝障害によって引きおこされる血漿中の ALT (GPT)、AST (GOT)活性値の上昇を
有意に抑制する食品素材の探索を行った。 
マウス(n=5～8)は 7 週齢の ddY 系雄性を使用し、サンプル（Control 群には溶媒である
蒸留水）投与後絶食、そして絶食後 23 時間後にもう一度サンプルを投与し、その 1 時間後
（絶食 24 時間後）にアセトアミノフェン（400 mg/kg）を 200 ml/kg 投与した。投与後血
漿中の ALT、AST 活性値の上昇が最大になる 6 時間後に血漿中の ALT、AST 活性値を調
べた。溶媒は DMSO30%生理食塩水を使用し、腹腔内投与をした。アセトアミノフェンは
Wako の製品を使用した。測定には、血漿中の ALT、AST 活性値の測定には、テストワコ
ーCⅡトランスアミラーゼ測定キットを使用した。 
 
２－８． 肝ホモジネイトの過酸化脂質測定（in vivo） 
 
 四塩化炭素、アセトアミノフェンによって誘発される肝障害によって発生する過酸化脂
質を測定するため、MDA を測定した。測定に使用したマウスは、血漿 ALT、AST 活性値







ネートした。その後、SDS（5%）0.2 ml と、組織ホモジネート 0.2 ml を加え混ぜたあと、
20%酢酸バッファーを 1.5 ml 加え、除蛋白処理を行った。TBA（0.5%）1.5 ml を加え、100 
ºC で 60 分間インキュベートすることにより発色させる。ブタノールを 4.0 ml 加えること
で赤色がブタノールにうつり、3000 rpm で 10 分間遠心分離をしてブタノールと完全に分















































































） １回目 (ave±SE, n=3)
２回目 (ave±SE, n=3)
 
図 9 アコヤガイメタノール抽出物の DPPH ラジカル消去率 
図 8、9に示したとおり、ロンガン種子メタノール抽出物には 0.5 mg/ml以上の濃度で 80%
以上の高い DPPH ラジカル消去活性が確認され、アコヤガイメタノール抽出物には 10 






















































図 11 アコヤガイメタノール抽出物のスーパーオキシド消去活性 











タノール抽出物では 4 回中 3 回、アコヤガイメタノール抽出物では 7 回中 4 回の結果にお
いて血漿 ALT、AST 活性値を有意に抑制した。ロンガン種子メタノール抽出物と、アコヤ
ガイメタノール抽出物の典型的な結果を図 12、13 に各々示した。 
 
表 1 サンプル投与による四塩化炭素誘発薬物性肝障害抑制作用 
  ALT（IU / ｌ）   AST（IU / ｌ） 
  Control   Sample   Control   Sample 
ロンガン 1 5818 ± 165   5057 ± 118*   10448 ± 610   08480 ± 378 
ロンガン 2 8099 ± 581   6456 ± 324*   13730 ± 1289 09869 ± 830* 
ロンガン 3 7216 ± 366   7599 ± 443   09485 ± 1003   10157 ± 599 
ロンガン 4 2972 ± 179   2315 ± 290   09780 ± 1200   06561 ± 877* 
                
アコヤガイ 1 8662 ± 206   5579 ± 933*   13600 ± 286   09292 ± 1607 
アコヤガイ 2 5416 ± 661   5254 ± 149   08283 ± 808   09061 ± 208 
アコヤガイ 3 7216 ± 366   5866 ± 326*   09485 ± 1003   07504 ± 458 
アコヤガイ 4 5816 ± 435   3765 ± 469***   11668 ± 1287 07262 ± 1119* 
アコヤガイ 5 2374 ± 339   2304 ± 176   08662 ± 1353   08590 ± 813 
アコヤガイ 6 2608 ± 362   2017 ± 243   08511 ± 1229   06733 ± 841 
アコヤガイ 7 2972 ± 179   1947 ± 323*   09780 ± 1200   05637 ± 1204 
 
Each value represents the mean ± SE.（n=5~8)  


































































ロンガン種子メタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o.  
CCl４の投与量は 5 ml/kg, p.o. （表 1 ロンガン 2 のデータ） 
Each value represents the mean ± SE.（n=5～6)  





























































アコヤガイメタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o.  
CCl４の投与量は 5 ml/kg, p.o. （表 1 アコヤガイ 4 のデータ） 
Each value represents the mean ± SE..（n=8)  





 ■Control    ■アコヤガイメタノール抽出物 
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ロンガン種子メタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o.  
CCl４の投与量は 5 ml/kg, p.o.  








































アコヤガイメタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, o.p. 
CCl４の投与量は 5 ml/kg, p.o.  





















表 2 サンプル投与によるアセトアミノフェン誘発薬物性肝障害抑制作用 
  ALT（IU / ｌ）   AST（IU / ｌ） 
  Control   Sample   Control   Sample 
ロンガン 1 113 ± 15   089 ± 16   399 ± 50   243 ± 48* 
ロンガン 2 174 ± 53   082 ± 11   393 ± 81   206 ± 25* 
ロンガン 3 125 ± 11   074 ± 7***   361 ± 38   200 ± 30** 
             
アコヤガイ 1 141 ± 29   186 ± 6   315 ± 8   232 ± 46 
アコヤガイ 2 161 ± 27   169 ± 14   267 ± 38   280 ± 34 
アコヤガイ 3 241 ± 27  217 ± 54   372 ± 41   284 ± 48 
アコヤガイ 4 044 ± 5   036 ± 4   216 ± 28   167 ± 16 
アコヤガイ 5 176 ± 16   153 ± 15   361 ± 36   310 ± 26 
アコヤガイ 6 105 ± 15   075 ± 8   212 ± 28   172 ± 16 
 
Each value represents the mean ± SE.（n=6~8)  








































































ロンガン種子メタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o.  
アセトアミノフェンの投与量は 400 mg/kg, i.p.（表 2 ロンガン 3 のデータ） 
Each value represents the mean ± SE.（n=8)  





















































アコヤガイメタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o. 
アセトアミノフェンの投与量は 400 mg/kg, i.p. （表 2 アコヤガイ 5 のデータ） 





 ■Control    ■アコヤガイメタノール抽出物 
 31 
肝臓の MDA を測定した結果、アセトアミノフェン誘導薬物性肝障害による MDA の上昇
を確認したが、ロンガン種子メタノール抽出物、アコヤガイメタノール抽出物の血漿 ALT、
AST 活性値の抑制に関連せず、MDA 値の抑制は確認されなかった。MDA 値の典型的な結

































ロンガン種子メタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o.  
アセトアミノフェンの投与量は 400 mg/kg, i.p.  






































アコヤガイメタノール抽出物の投与量は 1000 mg/kg, p.o. 
アセトアミノフェンの投与量は 400 mg/kg, i.p. 
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